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誰もが自分らしくいきいきと輝ける社会へ

一般財団法人 大阪男女いきいき財団
Osaka  Gender-Equal  Communtiy Foundation  (OGCF)

大阪男女いきいき財団は、1993年の設立以来、ジェンダー平等、
男女共同参画の推進に取り組んでいます。

女性のエンパワメントや両立支援、DE＆I等
受講者数：年間1万人

職場や家庭の人間関係、子育てやキャリア等
相談件数：年間２万件

男女共同参画に関する市民意識調査や
職場のハラスメントの調査など

▶研修・啓発事業

▶相談事業

▶調査研究事業

▶大阪市立男女共同参画センター
(クレオ大阪）の運営



財団は30歳を迎えることができました。

その歩みは、大阪における男女共同参画・

ジェンダー平等の歩みと重なっています。

道を切り開いてきた女性との出会いに

感謝とリスペクトを込めて、

そのストーリーに学び、未来につないでいくのは使命。

30周年記念企画として大阪女性のアーカイブ

「OSAKAウーマン」の企画がスタートしました。



1962 19931975 1977 1985

OSAKAウーマンをめぐる歩み

大阪市立
婦人会館開館

国際婦人年

大阪市立婦人問題
懇話会設置

男女雇用機会均等法成立
／女子差別撤廃条約批准

大阪市女性協会設立／
クレオ大阪北開館

中庭から見た婦人会館
婦人社会大学のグループ学習

1982(昭和57)年

世界女性会議(メキシコ）

1975年（NWEC提供）

クレオ大阪北

女子差別撤廃条約に署名するデン

マーク大使高橋展子氏（NWEC提供）



OSAKAウーマンをめぐる歩み

大阪市女性協会設立
／クレオ大阪北開館

男女共同参画社会
基本法施行

DV防止法
公布

大阪市男女共同
参画推進条例公布

女性活躍推進法
公布

SDGsが国連
で採択

女性版骨太の方針第4回世界女性

会議(北京）

（OWI提供）

クレオ大阪中央開館／
クレオ大阪は5館に

1993 1995 1999 2002 2015 20222001 2023



アーカイブプロジェクト

アーカイブプロジェクト企画編集部会メンバー

細見三英子さん (ジャーナリスト）

木下みゆきさん （大阪大谷大学文学部教授）

柴田昌美さん （一般財団法人大阪教育文化振興財団）

田中陽子さん （元一般財団法人大阪男女いきいき財団相談担当課長）

財団事務局

2022年1月21日、最初は座談会という形で、ブレストから。

予算は小さいが、ビジョンはでかい！

まずはやってみようとスタートしました。



アーカイブプロジェクト

コンセプト

❖ 所蔵資料を精査

⇒歴史的資料は、NWECや大阪市立中央図書館等の専門機関へ橋渡しする

❖ 財団30周年(2023年)に向けて、

焦点：「人」「団体」「事業」に焦点

キーワード：「ビジュアル」「コンパクト」「大阪独自」

❖ ジェンダー平等の教材としての活用をイメージ  

冊子と動画を制作

❖ 都市大阪の歩みを女性の(生活の）視点でとらえる

草の根の思い、小さな物語を吸い上げる

動画：生きた
経験・価値を
感情を通じて
伝える



5人のOSAKAウーマン

三輪昌子さん

生活評論家、元大阪市婦人問題懇話会座長、

元大阪市女性協会副理事長、

元クレオ大阪北館長

加藤治子さん

産婦人科医、

NPO法人性暴力救援センター・大阪SACHIKO

理事(前理事長）

石田法子さん
弁護士、元大阪弁護士会会長、

元日本弁護士連合会副会長

上田理恵子さん
株式会社マザーネット代表取締役社長、

起業家

野々村節子さん
元大阪市男女共同参画担当部長、

元大阪市女性協会常務理事



2022年1月21日
第1回座談会（企画編集部会）を上記メンバーで開催

骨子検討

2022年1月28日 財団内でアーカイブプロジェクト確定

2022年12月10日 三輪昌子さん取材（インタビュアー：細見さん） インタビュー

形式で取材

↓

動画と冊子を

同時進行で

作成

↓

校正・編集を

繰り返し

↓

完 成

2022年12月24日 第2回企画編集部会

2023年2月7日 上田理恵子さん取材（インタビュアー：木下さん）

2023年2月9日 石田法子さん取材（インタビュアー：財団沢田・中村）

2023年2月11日 野々村節子さん取材（インタビュアー：細見さん・柴田さん）

2023年3月6日 加藤治子さん取材（インタビュアー：財団田中・岸上）

2023年3月16日 第3回企画編集部会

2023年5月28日 第4回企画編集部会

2023年7月14日 財団30周年記念イベントにて公開

アーカイブプロジェクト企画編集の流れ



アーカイブプロジェクト企画編集の留意点

冊子編

❖プロローグとしての情報

・男女共同参画やジェンダー平等に関する法整備などの動きを紹介

・大阪市立婦人会館や大阪市地域女性団体協議会の紹介

・財団が事務局を担う地域の団体の紹介

❖見やすい工夫

・新聞などのメディアの記事や写真、データ等を織り込み、見やすい工夫をこらす

・性暴力救援センターに関して日経電子版での紹介記事を掲載

⇒ホームページで紹介しているデジタル版では、当該記事を差し替え(別途経費

の節減のため）

❖注釈の表記

・女子差別撤廃条約、男女雇用機会均等法などの解説も付記



アーカイブプロジェクト企画編集の留意点

動画編

❖5分以内におさめる

・集中できるのは90秒だとも言われるが、見やすい構成で5分以内に編集

・90～120分の取材データ。その中からキーワードを抽出し、タイムテーブルを

作成して編集

❖小見出しの活用

・話題のブロックごとに小見出しとしての小タイトルを付記

❖字幕をつける

・全編に字幕をつける(担当者の苦労の賜物でした！）

聞き取りにくい言葉もカバー



。

「ジェンダー入門」の授業(高校）での視聴後のレポートから

ジェンダー云々はここ数年のお話だと
思っていたので、割と前から対策とかさ
れていたんだなと思いました。
今もがんばってくれていたんだなと思い
ました。

大阪で実際に女性が社会で生きやすくする
ために動いてくれた女性たちの話を聞いて、
こういう人たちが社会を変えるんだなと思
いました。

見切り発車的な事を言っていましたが、ま
ず行動に移すのがこれからの社会をよりよ
くしていくには必要だと思いました。

みなさんがカッコイイ！！というのが率直
な感想です。

違和感を持っていても行動にできるかは全
然別だと思うので、尊敬です。

あと、みなさん女性が生きやすくなるとい
うより、誰でも生きやすくなることを掲げ
ているのが素晴らしいと思いました。
だからこそ、少しずつ社会に浸透していっ
たのかなと思いました。私も、自分から生
きやすい社会にしていきたいです。



OSAKAウーマンからのバトンが繋がりますように・・・

ご意見・ご感想など、お待ちしています
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